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『淸語老乞大（巻之一）』ハングル表記満洲語文語索引* 
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1. はじめに 
 朝鮮時代の司譯院は、外交通訳を担うと同時に、外国語教育機関としても機能していた。

ここには漢学・倭学・蒙学・女真学の四学が置かれ、満洲人の入関後には女真学が清学へ

と改められた。現存する清学書としては、読本類の『八歳兒』・『小兒論』・『三譯総解』・

『淸語老乞大』と、辞書類の『同文類解』・『漢淸文鑑』が挙げられる（小倉 1914a: 44-45; 
1914b: 257-262; Lie 1972: 19-21; 邵磊 2011: 290）。 
 清学書におけるハングル表記の満洲語文語は、必ずしも満洲文字で書かれた満洲語文語

を一対一で転写したものではない。例えば、満洲語文語の CVwV（C＝子音、V＝単母音

または二重母音）に相当する語形が、ハングル表記では 1 音節で書かれる場合もあれば、

2 音節で書かれる場合もある。また、満洲語文語の e に対応するハングル表記や io に対応

するハングル表記などにも、それぞれ複数の対応形式が見られる。ハングル表記の満洲語

文語は、満洲文字では表しきれない発音上の細部を、ある程度反映している可能性がある。

清学書における満洲語文語の満洲文字表記とハングル表記の対応関係に関する研究とし

ては、池上（1951; 1954; 1963）、今西（1958）、성백인（1984）、岸田（1989）、Ikegami（1990）、
崔宰宇（1997）、菅野（2005）、邵磊（2011; 2016）、和田（2013）、王敵非（2013）、邵磊・

多麗梅（2022; 2023）、邵磊・金龍軍（2022）、邵磊・林茶英（2022）、邵磊・王敵非（2022）、
邵磊・任國俊（2023）などが挙げられる。 
 満洲文字とハングルの表記対応の問題を検討するには、ハングルで記された満洲語文語

の語を、対応するメレンドルフ式転写にもとづいて配列し、整理する作業が有効であると

考えられる。そこで本稿では、清学書『淸語老乞大』（全八巻）の第一巻にあるハングル

表記の満洲語文語の語について、メレンドルフ式転写にもとづき索引を作成する。 
 최동권 외（2012: 497-612）も『淸語老乞大』の索引を提供しているが、本稿の索引はそ

れと以下の点で異なる。 
[1] 索引の性質。최동권 외（2012: 497-612）の索引には、満洲語文語メレンドルフ転写と

それに対応する朝鮮語訳を掲載しているが、索引に満洲語文語のハングル表記を記してい

ない。そのため、満洲語文語のハングル表記を参照するたびに『淸語老乞大』の原文を確

認する必要がある。一方、本稿の索引は、満洲語文語メレンドルフ転写とそれに対応する

ハングル表記を対照させたものであり、本稿の索引により、『淸語老乞大』におけるハン

グル表記の満洲語文語の語形を直接参照でき、両者の対応関係が一目瞭然となる。 
[2] 索引の対象単位。최동권 외（2012: 497-612）の索引は複合語や、後接する格助詞を含

むまとまり（例：ahūn deo i「兄弟の」）を一つの対象単位として扱っている。一方、本稿

の索引は、スペースを含まない個々の語を対象単位とする。 

 
* 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」（課題番号 22FMZB009）の助成
を受けた研究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、北京工業大学の李嘉豪氏よりご協力を賜った。

また、Sulfaより貴重な助言をいただいた。ここに記して深甚なる謝意を表する。 



 2 

[3] 出現箇所の表示方法。최동권 외（2012: 497-612）の索引では、語彙の出現箇所を「巻:
葉」の形式で示している。一方、本稿の索引では、「巻-葉-行-個」の形式を採用しており、

これにより該当する葉の何行目の何語目として出現しているかを特定することができる。 
[4] 対象範囲。최동권 외（2012: 497-612）は『淸語老乞大』全巻を対象とした索引である。

本稿はその第一巻に限定した索引である。 
 
2. ハングル表記満洲語文語の索引 
 次表は、清学書『淸語老乞大（巻之一）』におけるハングル表記の満洲語文語の語形を、

メレンドルフ式転写のアルファベット順に配列したものである。 
[1] 第 1 列には、満洲文字で書かれた語のローマ字転写（メレンドルフ式転写）と、その

語の和訳を示している。和訳については、羽田（1937）、田村ほか（1966-1968）、福田（2008）
等を参考にした。なお、和訳は原則として『淸語老乞大（巻之一）』中の文脈に限定した

意味ではなく、一般的な語義に基づくものとする。 
[2] 第 1 列の動詞については、原則として未完了形とその和訳を記載している。ただし、

『淸語老乞大（巻之一）』における記録が未完了形以外の形式である場合には、第 1 列に

未完了形と和訳を示すとともに、その下の行には、対応する語形を併記している。 
[3] 第 2 列には、『淸語老乞大（巻之一）』に見られるハングル表記の満洲語文語の語形を

示している。 
[4] 第 3 列は、当該語形が『淸語老乞大（巻之一）』原書のどこに出現しているかを示した

ものである。たとえば「(1-2a-3-4)」は「第 1 巻-第 2葉 a面-第 3行-第 4 語」を表す。「第

X 語」とは、ハングル表記の満洲語文語のみを対象に順に計数した場合の X 番目に現れ

る語を指す（ハングル表記の満洲語文語以外の語は計数から除外する）。 
 

表 1：『淸語老乞大（巻之一）』満洲語文語索引 
メレンドルフ式転写と和訳 ハングル表記 出現箇所 
abka「空」 압카 (1-2a-5-4) (1-14a-6-4) 
abkai「空(そら)の」 압캐 (1-6b-3-7) 
absi「どう；なんと；どこに」 압시 (1-1a-4-1) (1-9b-4-5) 
acambi「会う；合う」 --- --- 
 acafi 아챠피 (1-22a-1-4) (1-24b-2-5) (1-24b-3-6) 
 acahakū 아챠하쿠 (1-24b-1-3) 
acimbi「駱駝や馬に荷物を積

む」 
--- --- 

 aciha 아치하 (1-10b-6-4) 
acinggiyambi「揺り動かす」 --- --- 
 acinggiyame 아칭갸머 (1-5a-3-6) 
adaki「隣」 아다키 (1-22b-4-1) 
adali「同様」 아다리 (1-6b-2-1) (1-12a-1-7) (1-12b-6-6) (1-16a-3-

1) (1-26a-1-4) 
adarame「如何に」 아다라머 (1-2a-5-1) (1-4b-5-5) 
age「兄」 아거 (1-1a-2-2) (1-9b-4-2) (1-10a-5-1) (1-11a-5-1) 

(1-22a-5-2) (1-24a-4-2) (1-24a-6-5) (1-25b-
5-2) 
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ahūn「兄」 아훈 (1-22b-1-1) (1-22b-2-6) (1-22b-5-1) (1-22b-
6-2) (1-23a-1-4) 

ai「何；何の」 애 (1-2b-2-7) (1-3a-2-6) (1-4a-1-1) (1-7b-1-5) 
(1-10a-5-4) (1-10b-2-5) (1-17a-5-1) (1-22a-
5-5) (1-25b-5-5) (1-26a-1-6) (1-26b-1-3) 

aibe「何を」 애버 (1-3a-5-4) (1-4a-4-2) 
aibici「どこから」 애비치 (1-1a-2-4) (1-24b-2-4) 
aibide「どこに」 애비더 (1-10a-6-4) (1-13a-2-4) (1-14b-3-3) 
aika「もし；もしかしたら」 애카 (1-4b-2-1) (1-7a-5-3) (1-25a-3-4) 
aikabade「もし」 애키바더1 (1-5b-4-4) 
 애카바더 (1-6a-2-2) (1-13b-1-3) 
ainambi「何をする、どうす

る」 
애남비 (1-6a-5-8) 

 ainara 애나라 (1-8a-6-1) 
ainci「思うに」 앤치 (1-22b-5-3) 
ainu「なぜ」 애누 (1-1b-2-6) (1-9a-3-2) 
aisi「利」 애시 (1-17b-5-5) (1-18a-4-6) (1-20b-2-3) 
ajigan「小さい、幼い」 아지간 (1-3a-4-3) (1-4a-2-3) 
ajige「小さい」 아지거 (1-18b-3-3) 
akdambi「信頼する」 --- --- 
 akdarakū 악다라쿠 (1-26a-3-1) 
akū「無い」 아쿠 (1-6a-3-2) (1-9a-3-5) (1-10a-2-3) (1-13b-3-3) 

(1-16a-3-2) (1-22a-4-3) (1-22b-6-5) (1-26a-
2-2) 

akūn「無い(akū)か」 아쿤 (1-2a-1-2) (1-24b-6-2) 
akūnambi「対岸に着く；尽く

す」 
--- --- 

 akūnahakū 아쿠나하쿠 (1-6b-1-5) 
alambi「告げる」 --- --- 
 alafi 아라피 (1-9a-5-4) 
 alarangge 아라랑거 (1-12a-5-1) 
alban「公務；官；賦課」 알반 (1-14b-4-6) 
aldangga「遠縁の」 알당가 (1-22b-5-4) 
alimbi「受ける；引き受ける」 아림비 (1-6a-4-4) 
aliyakiyambi「ぼつぼつ歩き

ながら待つ」 
--- --- 

 aliyakiyame 아랴캬머 (1-1b-5-1) 
ama「父」 아마 (1-7b-4-6) (1-7b-5-5) 
amargi「北；後ろ」 아말기 (1-24a-1-4) 
amasi「後ろに」 아마시 (1-13b-5-1) (1-17a-6-2) (1-21a-1-1) 
amba「大きい」 암바 (1-1a-2-1) (1-9b-4-1) (1-14a-5-5) (1-24a-6-4) 

 
1 原書の当該箇所では、「애카바더」ではなく「애키바더」と記されている。これは誤記であるか、あるい
は墨の欠落によるものと考えられる。 
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ambula「多い；大いに」 암부라 (1-20b-2-5) (1-23a-4-3) 
amcambi「追う」 --- --- 
 amcame 암챠머 (1-1b-6-4) 
 amcarakū 암챠라쿠 (1-13b-4-5) 
amu「眠り」 아무 (1-23b-1-1) 
anda「友」 안다 (1-25b-6-5) 
andase「anda (友)の複数」 안다스 (1-15a-3-6) 
aniya「年」 아냐 (1-8a-1-1) (1-8a-2-2) (1-12a-1-3) (1-12b-5-5) 

(1-15a-6-2) (1-18a-1-2) (1-21a-2-4) (1-21b-
3-1) 

aniyadari「毎年」 아냐다리 (1-15a-3-1) 
antaka「どうか」 안타카 (1-10a-3-4) (1-11a-6-6) (1-16b-3-5) 
ara「ああ」 아라 (1-24a-3-5) 
arambi「作る；書く；〜のふ

りをする」 
아람비 (1-5b-3-2) (1-5b-4-3) (1-18b-5-3) 

 arafi 아라피 (1-5a-1-6) 
 arame 아라머 (1-3b-5-1) (1-10a-3-2) (1-11a-3-3) (1-24b-4-

2) 
asuru「(後に否定を表す要素

を伴って)あまり〜ない」 
아수루 (1-25a-4-4) 

atanggi「いつ」 아탕기 (1-1a-5-3) 
ba「所；里(距離単位)」 바 (1-6b-6-2) (1-13a-4-2) (1-13b-2-4) (1-14a-6-

2) (1-14b-6-4) (1-16a-2-1) (1-16a-5-5) (1-
16b-1-4) 

babi「〜所がある；〜里ある」 바비 (1-14a-4-3) (1-26b-2-2) 
bade「所/里に」 바더 (1-7a-2-4) (1-7a-3-7) (1-8a-4-3) (1-10a-1-7) 

(1-11a-2-3) (1-15a-4-2) (1-17a-6-1) (1-18a-
6-8) 

bahambi「得る」 --- --- 
 baha (完了) 바하 (1-18a-5-1) (1-20b-2-6) (1-23a-5-2) 
 bahafi 바하피 (1-2a-5-2) (1-22a-3-1) (1-26a-5-4) 
 baharakū 바하라쿠 (1-13b-5-4) 
bahanambi「できる」 바하남비 (1-2b-6-6) (1-8a-5-2) 
 bahanambio 바하남 (1-8a-2-5) 
 bahanarakūn 바하나라쿤 (1-8a-3-1) 
baibumbi「探させる；求めさ

せる；要する」 
배붐비 (1-15b-4-1) 

baimbi「探す；求める；目掛

ける」 
--- --- 

 baime 배머 (1-23b-5-5) 
baita「事」 배타 (1-10b-2-6) 
baitalambi「使う」 배타람비 (1-7a-2-6) (1-16a-1-6) (1-16a-6-7) (1-16b-2-

6) 
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 baitalara 배타라라 (1-6b-6-1) 
balai「みだりに」 바래 (1-23a-3-1) (1-26a-2-3) 
banjimbi「暮らす；生む；生

まれる」 
--- --- 

 banjiha 반지하 (1-22a-6-6) (1-22b-2-4) 
barambumbi「掻き寄せる」2 --- --- 
 barambufi 바람부피 (1-15b-6-5) 
bargiyambi「収める」 --- --- 
 bargiyafi 발갸피 (1-21a-6-4) 
 bargiyahangge 발갸항거 (1-16a-2-3) 
 bargiyame 발갸머 (1-17b-3-3) (1-18a-3-2) 
baru「〜に向かって」 바루 (1-1a-4-7) (1-9b-5-6) (1-9b-6-4) (1-14b-5-3) 
be「私たち(除外的)」 버 (1-23a-1-1) (1-23a-5-4) (1-24b-3-1) 
be「を」 버 (1-2b-3-6) (1-2b-5-4) (1-2b-6-4) (1-3a-3-3) 

(1-3a-4-7) (1-3b-5-5) (1-4a-1-3) (1-4a-2-7) 
(1-4b-1-5) (1-4b-3-4) (1-5a-1-5) (1-5a-4-5) 
(1-5b-1-3) (1-5b-2-7) (1-6a-1-2) (1-6a-1-7) 
(1-6a-4-3) (1-6a-5-6) (1-6b-3-5) (1-6b-4-2) 
(1-6b-5-6) (1-7a-3-3) (1-7b-3-6) (1-9a-4-4) 
(1-9a-6-3) (1-10b-3-4) (1-11a-2-6) (1-13a-5-
3) (1-13b-4-4) (1-13b-5-3) (1-14a-2-1) (1-
16a-1-5) (1-16a-3-3) (1-16a-6-6) (1-16b-2-5) 
(1-16b-4-3) (1-17a-3-5) (1-17a-5-3) (1-17b-
3-2) (1-18a-1-7) (1-18a-3-1) (1-18a-4-7) (1-
18a-6-6) (1-20b-1-2) (1-20b-2-4) (1-20b-4-8) 
(1-20b-5-5) (1-21a-3-4) (1-21a-6-3) (1-21b-
3-5) (1-21b-4-6) (1-22a-3-4) (1-23b-3-5) (1-
23b-5-4) (1-26a-5-3) 

beise「貝子(爵位名)」 베서 (1-6b-3-2) 
bele「米」 버러 (1-12a-6-7) (1-12b-2-1) 
beye「体；自分」 버여 (1-2a-6-1) (1-14b-1-2) (1-24a-5-3) 
bi「私」 비 (1-1a-2-6) (1-1a-4-3) (1-1a-6-2) (1-1b-4-4) 

(1-2a-4-3) (1-2b-4-2) (1-3a-1-5) (1-3a-3-5) 
(1-9b-5-1) (1-10a-1-1) (1-10a-2-4) (1-10b-1-
1) (1-10b-3-1) (1-12b-5-3) (1-15a-5-3) (1-
17a-6-5) (1-17b-6-4) (1-21a-2-2) (1-26a-1-5) 
(1-26a-6-1) 

bi「ある；いる」 비 (1-13a-5-1) (1-25a-1-2) 
 bicibe 비치버 (1-6b-2-4) 
 bifi 비피 (1-10b-2-7) 

 
2 当該語は『増訂清文鑑』では barabumbiと綴られている。また、『大清全書』には見出し語 barabuha「與
其攪和了。」が収録されている。 
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 bihe 비허 (1-12b-6-3) (1-15a-6-5) (1-22a-3-6) (1-24a-
2-5) (1-24b-1-4) 

 bikai 비캐 (1-24a-4-4) 
 bime 비머 (1-1b-2-5) 
 bio  (1-9a-3-1) (1-17b-5-6) (1-24b-6-1) 
bithe「本；字；学識」 빋허 (1-2b-5-2) (1-3a-1-3) (1-3a-2-3) (1-3a-3-2) 

(1-3a-4-6) (1-3b-1-8) (1-3b-4-5) (1-3b-5-4) 
(1-4a-1-2) (1-4a-2-6) (1-4a-3-2) (1-4a-5-6) 
(1-4b-1-3) (1-4b-4-4) (1-4b-5-3) (1-5b-1-1) 
(1-5b-2-2) (1-5b-6-1) (1-6a-3-1) (1-6a-5-5) 
(1-7b-3-5) (1-8a-4-5) 

biya「月」 뱌 (1-1a-6-4) (1-1b-1-3) (1-1b-2-3) (1-21a-1-4) 
(1-21a-5-2) (1-21b-2-2) 

biyai「月の」 뱨 (1-2a-3-3) 
boco「色；顔色；女色」 보쵸 (1-18b-4-5) (1-18b-6-6) 
bodombi「考える；計算する」 --- --- 
 bodoci 보도치 (1-2a-3-1) (1-16a-1-1) (1-20b-2-2) 
 bodome 보도머 (1-19b-4-6) (1-20a-1-3) (1-20a-3-5) (1-20a-

5-5) 
boihoji「主人」3 뵈호지 (1-24a-4-1) 
bolho「清潔な」4 볼호 (1-23b-5-2) 
boo「家；部屋」  (1-10a-6-3) (1-13b-3-2) (1-22b-4-2) (1-24a-

2-4) 
boode「家/部屋に；家/部屋
で」 

더 (1-3b-3-1) (1-24a-4-3) (1-24a-5-4) 

booi「家/部屋の」  (1-26a-1-3) 
bošombi「追い出す」 --- --- 
 bošome 보쇼머 (1-10b-3-5) (1-10b-5-5) 
buda「飯」 부다 (1-3b-3-3) 
bumbi「与える」 붐비 (1-4b-1-6) (1-5b-1-4) (1-12b-4-5) 
 bure 부러 (1-19a-2-1) (1-20a-6-5) 
 burengge 부렁거 (1-4b-5-4) 
cang「漢語昌」 챵  
 (dung cang「東昌」)  (1-17b-1-7) 
cargi「あちら、彼方、向こう」 챨기 (1-13b-2-2) 
ceceri「無地の絹」 쳐쳐리 (1-17b-2-4) (1-18a-2-6) (1-18a-6-3) (1-18b-

3-4) (1-19a-1-2) (1-19b-2-3) (1-20b-5-4) (1-
21a-6-2) 

cendembi「試す」 --- --- 

 
3 当該語は『増訂清文鑑』では boigojiと綴られている。見出し語 boigoji「主人」を参照されたい。一方、
『大清全書』では boihojiと綴られている。見出し語 boihoji「主人婆。家主。」を参照されたい。 
4 当該語は『増訂清文鑑』では bolgoと綴られている。一方、『大清全書』には bolho「清。凈。㓗。秀。」
などの見出し語が収録されている。 
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 cendeme 쳔더머 (1-26a-3-6) (1-26b-1-4) 
ceng「漢語城」 쳥  
 (šun ceng「順城」)  (1-14b-4-3) 
ci「より」 치 (1-1a-3-4) (1-1a-5-6) (1-3b-2-3) (1-5a-4-3) 

(1-15a-3-4) (1-17a-1-2) (1-20b-1-4) (1-21a-
2-5) 

cihai「任意に」 치해 (1-7b-4-3) 
cimari「明日；朝」 치마리 (1-14a-2-3) 
coohiyan「朝鮮」 햔5 (1-1a-3-1) (1-2b-2-2) (1-7a-1-3) (1-7a-2-2) 

(1-8b-6-2) (1-9a-1-2) (1-9b-2-2) (1-10a-1-2) 
(1-17a-5-5) 

cuse (cuse moo「竹」) 츄스 (1-4b-6-4) 
da「根；本；起源；長；矢の

序数詞；庹(長さの単位)」 
다 (1-18a-6-7) 

dabumbi「数の内に入れる；

点ける」 
--- --- 

 dabuci 다부치 (1-16b-5-3) 
 daburakū 다부라쿠 (1-20b-1-3) 
daci「もとより」 다치 (1-2b-4-3) (1-8b-3-3) (1-11a-5-3) (1-20b-4-

2) 
dahambi「従う；投降する」 --- --- 
 dahame 다하머 (1-2b-5-5) (1-11a-2-7) (1-16a-3-4)6 (1-18a-

1-8) 
dalambi「首領となる」 --- --- 
 dalaha 다라하 (1-9a-4-6) 
damu「もっぱら；ただ；しか

し」 
다무 (1-7a-2-1) (1-16b-6-1) 

dari「〜每に」 다리 (1-15b-3-1) 
de「に；で」 더 (1-1a-6-6) (1-1b-1-5) (1-2a-3-7) (1-2b-3-2) 

(1-2b-5-1) (1-3a-2-2) (1-3b-1-1) (1-3b-1-4) 
(1-3b-1-7) (1-3b-4-3) (1-5a-2-4) (1-5b-2-3) 
(1-6a-1-4) (1-6b-1-3) (1-6b-5-2) (1-8b-5-5) 
(1-9a-2-3) (1-9a-5-3) (1-9b-1-2) (1-10b-1-5) 
(1-10b-2-4) (1-10b-6-3) (1-12a-4-3) (1-12a-
6-3) (1-12b-1-4) (1-12b-2-5) (1-12b-3-6) (1-
12b-6-2) (1-14a-3-4) (1-14a-5-3) (1-15a-2-1) 

 
5『同文類解』と『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」のハングル表記に違いが見られる。『同文類解』
における coohiyan「朝鮮」は、[1]「암바 곤 이 햔」（amba forgon i coohiyan）「冬大季」(1-37b-6-2/3/4/5)、
[2]「커시 더 헝키[러✓]러 햔」（kesi de hengkilere coohiyan）「謝恩使」(1-37b-7-1/2/3/4)、[3]「햔」（coohiyan）
「朝鮮」(2-32a-6-1)に出現しているが、coohiyan「朝鮮」の cooに対応するハングル表記はいずれも「」
ではなく「」である。一方、『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」の cooは、「」ではなく「」
である。 
6 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「다하머」が「다하미」のように見えるが、本来は「다하머」
と書かれていたものと考えられる。 
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(1-16b-5-2) (1-17a-4-2) (1-17b-2-2) (1-17b-
4-2) (1-18a-2-3) (1-18a-4-1) (1-18a-4-4) (1-
18b-1-3) (1-18b-2-3) (1-18b-2-7) (1-18b-4-1) 
(1-18b-6-1) (1-19a-1-5) (1-19a-3-3) (1-19a-
4-2) (1-19a-5-4) (1-19a-6-4) (1-19b-1-4) (1-
19b-2-2) (1-19b-2-5) (1-19b-5-4) (1-20a-4-4) 
(1-20a-6-4) (1-20b-4-5) (1-20b-6-4) (1-20b-
6-7) (1-21a-4-3) (1-21a-5-3) (1-21a-5-6) (1-
21b-2-3) (1-21b-2-6) (1-22a-6-5) (1-22b-2-3) 
(1-23a-5-7) (1-23a-6-5) (1-24b-4-5) (1-24b-
5-4) (1-25a-5-4) (1-25a-6-5) (1-25b-2-3) (1-
25b-3-5) (1-26a-3-5) 

dedubumbi「寝かせる；横向

きに置く；発酵させる」 
--- --- 

 dedubufi 더두부피 (1-4b-3-5) 
dedumbi「横になる」 --- --- 
 dedume 더두머 (1-13a-2-5) (1-13b-1-1) (1-13b-6-3) 
deo「弟」  (1-22b-5-2) (1-22b-6-3) (1-23a-1-5) 
dere「〜であろう」 드러 (1-2a-6-5) (1-10a-4-7) (1-14b-2-5) (1-22b-6-

4) 
deri「より」 드리 (1-21b-1-1) 
diyan「漢語店」 댠 (1-13a-4-6) (1-13a-5-5) (1-13b-5-2) (1-14b-

5-1) (1-23b-4-6) (1-23b-5-3) (1-24a-1-7) (1-
24b-5-3) (1-26a-3-4) 

dobori「夜」 도보리 (1-13a-2-3) (1-15b-2-6) (1-15b-4-3) 
dobton「帙」 돕톤 (1-5a-2-3) (1-5a-3-4) 
doko「近道；裏；服の裏」 도코 (1-18b-5-2) 
doombi「川を渡る」 --- --- 
 doofi 피 (1-21b-1-4) 
dorgi「内」 돌기 (1-5a-4-2) (1-8b-5-4) (1-9a-2-2) (1-9b-1-1) 

(1-10b-1-4) 
dorolombi「礼を執る」 --- --- 
 dorolome 도로로머 (1-23a-6-1) 
dubede「先端に/で；先(前方)
に/で；ついに」 

두버더 (1-13a-4-4) 

duin「四」 뒨 (1-6b-3-3) (1-16a-6-3) 
duite「四つ毎」 뒤터 (1-20a-4-2) 
duka「門」 두카 (1-14b-4-5) 
dulembi「通過する；時が過ぎ

る；病気が治る；燃える」 
--- --- 

 duleke 두러커 (1-12a-1-2) (1-12b-5-4) (1-15a-6-1) (1-18a-
1-1) (1-21a-2-3) 

 duleme 두러머 (1-7a-3-4) (1-13b-1-4) 
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dulin「半分」 두린 (1-9a-1-6) 
dung「漢語東」 둥  
 (dung cang「東昌」)  (1-17b-1-6) 
 (šan dung「山東」)  (1-17b-1-2) 
ebsi「〜以来；こちらへ」 업시 (1-21a-3-1) 
efimbi「遊ぶ」 --- --- 
 efihe 어피허 (1-23b-2-2) 
ehe「悪い」 어허 (1-9a-2-5) (1-9a-3-3) (1-9a-4-2) (1-9b-1-8) 

(1-17a-2-5) 
eici「あるいは、それとも、

または」 
에치 (1-7b-4-1) (1-21b-6-4) (1-22a-1-2) 

ele「あらゆる；益々」 어러 (1-11a-3-5) 
elgiyen「豊かな」 얼견 (1-16a-2-4) (1-16b-1-3) 
elgiyūn「豊か(elgiyen)か」 얼7 (1-12a-3-3) 
elhe「安らかな；緩やかな」 얼허 (1-2a-6-2) (1-14b-1-3) 
elhešembi「ゆっくりする」 --- --- 
 elhešeme 얼허셔머 (1-1b-4-5) 
emgi「一緒に」 엄기 (1-8a-4-1) (1-10a-2-6) 
emke「一つ」 엄커 (1-4b-1-4) (1-5a-4-4) (1-5b-1-2) (1-18b-3-5) 

(1-18b-5-5) (1-19a-1-3) (1-19a-3-1) (1-19a-
4-1) (1-19a-5-3) (1-19b-2-4) (1-19b-5-3) (1-
20a-4-6) (1-22a-5-7) (1-22b-1-3) (1-22b-3-2) 

emte「一つ毎」 엄터 (1-4b-6-3) (1-15b-6-1) 
emu「一」 어무 (1-1b-3-3) (1-5a-2-1) (1-7a-5-4) (1-8a-4-2) 

(1-9a-1-5) (1-11a-2-2) (1-11b-3-2) (1-11b-4-
3) (1-12a-1-6) (1-12a-6-4) (1-12b-1-5) (1-
12b-2-2) (1-12b-4-1) (1-12b-6-5) (1-13a-4-5) 
(1-15b-4-2) (1-18a-1-3) (1-19a-6-2) (1-19b-
4-2) (1-25a-6-1) (1-25b-1-1) (1-25b-2-4) (1-
25b-3-6) (1-26a-1-2) 

encu「別の」 언츄 (1-16a-5-1) 
enenggi「今日」 어넝기 (1-13a-2-2) 
eniye「母」 어녀 (1-7b-5-1) (1-7b-5-6) 
erde「朝；早い」 얼더 (1-13a-6-2) 
erdeken「早めに」 얼더컨 (1-14a-1-1) 
erdekesaka「早めに」8 얼더커사카 (1-14a-2-4) 

 
7『三譯総解』と『淸語老乞大』における Ciyū（C＝子音）のハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』
における Ciyūは、jiyangjiyūn「将軍」、jiyūn jeng sy「軍政司」、jiyūn sy「軍師」、ts῾an jiyūn「参軍」、dzo 
jiyūn「涿郡」、nan jiyūn「南郡」、ninggun jiyūn「六郡」、ts῾ai ts῾ang jiyūn「柴桑郡」に出現しているが、iyū
に対応するハングル表記はいずれも「ㆊ」ではなく「ᆏ」である。一方、『淸語老乞大』における Ciyūは、
(1-12a-3-3)の elgiyūn、(1-22a-1-1)の hūncihiyūn、(8-3b-3-3)の yargiyūnに出現しているが、iyūに対応する
ハングル表記はいずれも「ᆏ」ではなく「ㆊ」である。 
8 erdekesakaは、erdekenに sakaが付加されて形成されていると考えられるが、『大清全書』や『増訂清文
鑑』には収録されていない。 
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ere「この；これ；この人」 어러 (1-1a-6-3) (1-1b-1-2) (1-2a-1-3) (1-2a-3-2) 
(1-7a-1-2) (1-7b-3-2) (1-10b-3-2) (1-10b-5-
4) (1-11b-2-3) (1-11b-3-1) (1-11b-4-2) (1-
15b-2-2) (1-16b-3-1) (1-16b-4-1) (1-17a-3-2) 
(1-21b-4-2) (1-21b-6-1) (1-22a-5-1) (1-22a-
5-6) (1-22b-1-2) (1-22b-3-1) (1-22b-4-6) (1-
23b-4-3) (1-24a-1-6) (1-24a-4-5) (1-24b-5-2) 
(1-25a-2-5) (1-25b-4-1) (1-25b-5-4) 

ereci「これより」 어러치 (1-17a-2-1) 
erei「この人の；この」 어레 (1-9a-6-5) 
ergi「方向」 얼기 (1-24a-1-5) 
facambi「解散する」 --- --- 
 facame 파챠머 (1-3b-2-4) 
fali「個」 파리 (1-25b-2-1) (1-25b-3-3) 
fangkabumbi「償う」 --- --- 
 fangkabume 팡카부머 (1-6a-1-5) 
fejergi「下」 퍼졀기 (1-6b-4-1) 
feliyembi「歩いて行く」 --- --- 
 feliyeme 퍼려머 (1-10a-2-1) (1-25b-6-3) 
fersi (gersi fersi「黎明」) 펄시 (1-3a-6-4) 
fonjimbi「問う」 --- --- 
 fonjici 폰지치 (1-12a-4-4) (1-26a-4-2) 
 fonjihakū 폰지하쿠 (1-22a-3-5) 
 fonjiki 폰지키 (1-22a-4-4) 
 fonjime 폰지머 (1-7a-5-6) 
fonjinambi「問いに行く」 --- --- 
 fonjinara 폰지나라 (1-26b-2-1) 
fu「漢語府」 푸  
 (ji ning fu「濟寧府」)  (1-17b-1-5) 
fuhali「全く」 푸하리 (1-23a-3-4) 
fulahūn「淡紅；裸；赤地(せ
きち)；赤貧；丁」 

푸라훈 (1-18b-4-4) (1-18b-6-5) (1-19a-4-5) (1-20a-
1-5) 

fulmiyen「束」 풀면 (1-15b-6-2) (1-25b-1-2) (1-25b-3-7) 
fulu「余りのある；優れた」 푸루 (1-17a-1-4) 
fun「漢語分」 푼 (1-12a-6-1) (1-12b-1-2) (1-12b-3-4) 
funcembi「余る」 푼쳠비 (1-14a-6-3) 
 funcehe 푼쳐허 (1-8a-2-3) 
gadahūn「体が細くて高い；

目を見張って」9 
가다훈 (1-7a-6-2) 

 
9『増訂清文鑑』には、gadahūn「細高」に加え、yasa gadahūn「大睜著眼」（目を大きく見開いて）も収録
されている。また、『大清全書』における gadahūnの漢訳は「大眼。魁偉。大鼻人。驕傲。」であり、「大
眼」が含まれている。『淸語老乞大』原書では、gadahūnは yasa gadahūn i šameという文脈に用いられて
おり、対応朝鮮語訳は「눈 멀거니 보고」である。「눈」、「멀거니」、「보고」は、それぞれ「目」、「ぼんや
りと」、「見て」を意味する。この箇所の gadahūnは、「目を大きく見開いて」の意味であると考えられる。 
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gaimbi「とる」 갬비 (1-19b-4-7) (1-20a-1-4) (1-20a-3-6) (1-20a-
6-1) 

gajimbi「持って/取って/連れ

てくる；取り/連れに来る」10 
--- --- 

 gajifi 가지피 (1-5a-3-5) 
 gajiha 가지하 (1-21b-5-2) 
gamambi「持って/取って/連
れていく」 

--- --- 

 gamafi 가마피 (1-10b-3-6) (1-17a-6-3) 
 gamame 가마머 (1-17a-4-3) (1-18a-4-2)11 (1-21a-3-5) 
 gamara 가마라 (1-10b-5-6) 
gašan「村」 가샨 (1-13b-4-3) 
gebu「名」 거부 (1-5a-1-4) (1-13a-5-2) (1-22a-3-3) 
gelembi「恐れる」 --- --- 
 gelere 거러러 (1-9a-6-2) 
gelhun (gelhun akū「敢えて

〜」) 
걸훈 (1-22a-4-2) (1-26a-2-1) 

geli「また」 거리 (1-2b-2-6) (1-5b-3-3) (1-20b-5-2) (1-21b-4-
1) 

gemu「皆」 거무 (1-6b-4-4) (1-8a-2-4) (1-11a-2-1) (1-15a-4-4) 
(1-17a-2-4) (1-21a-4-5) (1-21b-3-6) (1-24a-
5-5) (1-24b-5-7)12 (1-25a-1-1) 

gemun「都」 거문 (1-1a-4-4) (1-2a-3-5) (1-9b-5-3) (1-9b-6-1) 
(1-10b-2-2) (1-11a-6-1) (1-12a-2-2) (1-12b-
5-6) (1-14a-3-2) (1-14a-5-1) (1-17a-3-6) (1-
20b-4-3) (1-21a-4-1) (1-24b-4-3) 

genembi「行く」 거넘비 (1-1a-4-2) (1-1a-5-1) (1-9b-4-6) (1-9b-5-7) 
(1-10b-2-8) (1-10b-4-2) (1-13a-3-1) (1-17b-
4-4) (1-24b-4-6) 

 geneci 거너치 (1-9b-6-5) (1-10a-3-3) (1-13b-2-1) 
 genefi 거너피 (1-3b-1-5) (1-3b-4-4) (1-14b-3-2) (1-17b-2-

3) (1-17b-5-2) (1-18a-2-4) (1-18b-2-4) (1-
19b-1-5) (1-21a-4-4) (1-21a-5-7) (1-23b-6-1) 
(1-26a-4-1) 

 genehe 거너허 (1-20b-6-6) 
 geneki 거너키 (1-14b-5-5) (1-24a-3-4) 
 geneme 거너머 (1-20b-4-6) 
 genere 거너러 (1-11a-2-5) (1-15a-3-5) 
 generengge 거너렁거 (1-11a-3-4) 

 
10 gaji- の意味に関しては、早田輝洋（1993）を参照されたい。 
11 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「가마머」が「가마미」のように見えるが、本来は「가마머」
と書かれていたものと考えられる。 
12 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「거무」が「커무」のように見えるが、本来は「거무」と書
かれていたものと考えられる。 
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geren「多くの；すべての；衆

人」 
거런 (1-8b-5-2) (1-15b-2-3) (1-24b-2-2) 

gersi (gersi fersi「黎明」) 걸시 (1-3a-6-3) 
gese「〜のような」 거서 (1-9b-3-2) (1-17a-1-5) 
gin「漢語金」 긴 (1-22a-6-2) 
ging「漢語京」 깅  
 (wang ging「王京」)  (1-1a-3-3) (1-1a-5-5) (1-17b-4-1) (1-18a-3-5) 

(1-18b-2-2) (1-19b-1-3) (1-20b-6-3) (1-21b-
2-5) 

ginggin「斤」13 깅긴 (1-12b-3-1) (1-12b-4-2) (1-19a-6-3) 
gisun「言葉」 기순 (1-2b-3-5) (1-2b-6-3) (1-6b-5-5) (1-7a-1-5) 

(1-7a-4-5) (1-7a-5-5) (1-23b-3-4) (1-25b-5-
6) 

gisuren「言説；講釈書」(leolen 
gisuren「論語」) 

기수런 (1-3a-4-1) (1-4a-2-1) 

giyangnambi「講釈する」 걍남비 (1-3b-5-6) (1-4a-1-4) (1-4a-3-1) 
 giyangname 걍나머 (1-4a-3-3) 
gocishūn「謙遜した」 고칫훈 (1-23a-6-2) 
goidambi「久くなる」 --- --- 
 goidaha 괴다하 (1-1b-5-6) 
 goidame 괴다머 (1-24b-1-2) 
gosimbi「慈しむ、愛する；疼

く」 
--- --- 

 gosifi 고시피 (1-2a-5-5) (1-14b-1-1) 
gu「父の姉妹(漢語姑)」 구 (1-22a-6-4) 
gubci「すべて、遍く」 굽치 (1-7a-4-1) 
gucu「友達」 구츄 (1-1b-3-4) (1-1b-6-2) (1-2a-2-1) (1-10a-3-1) 

(1-11a-3-2) (1-18a-1-6) (1-22b-4-4) (1-24b-
2-3) (1-24b-4-1) 

guwebumbi「赦免する」 궈붐비 (1-6a-2-1) 
 guwebu 궈부 (1-5b-2-8) 
 guwebure 궈버러 (1-4b-1-2) (1-4b-5-2) (1-5a-6-5) (1-5b-2-1) 

(1-5b-5-4) (1-6a-2-3) 
gūnimbi「思う」 구님비 (1-6b-2-2) 
 gūnici 구니치 (1-26a-6-2) 
 gūnihabi 구니하비 (1-15a-2-4) 

 
13『増訂清文鑑』では、gingginと ginggenの漢訳はそれぞれ「狗項下支棍」と「斤」である。これに対し、
『淸語老乞大』では、gingginは「斤」を意味し、「狗項下支棍」に相当する語は見られない。 
 

表 2：『増訂清文鑑』における ginggin, ginggen 
および『淸語老乞大』における ginggin 

 「狗項下支棍」 「斤」 
増訂清文鑑 ginggin ginggen 
淸語老乞大 --- ginggin 
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gūnin「心；意；考え」 구닌 (1-6b-1-2) 
gūsin「三十」 구신 (1-8b-1-4) 
gūwa「別の；別の人」  (1-7b-1-2) (1-15a-4-1) (1-17a-2-3) (1-26a-3-

3) 
g῾ao「漢語高」   
 (g῾ao tang「高唐」)  (1-17b-1-8) (1-18a-2-1) (1-21a-5-4) 
g῾o「漢語沽」 고  
 (jik g῾o「直沽」)  (1-21a-6-6) 
haji「親しい；凶作の」 하지 (1-16a-2-5) (1-16a-5-4)14 
hajio「“haji”か」 하 (1-12a-3-2) 
hala「姓」 하라 (1-5a-1-3) (1-10a-5-3) (1-10a-5-6) (1-22a-3-

2) (1-22a-5-4) (1-22a-6-1) (1-22b-1-4) (1-
22b-3-3) (1-24a-6-3) 

hamimbi「殆ど足りる；殆ど

〜に近い；耐えられる」 
--- --- 

 hamika 하미카 (1-1b-2-4) 
 hamime 하미머 (1-21b-3-3) 
han「君主、皇帝」 한 (1-6b-3-1) 
hanci「近い」 한치 (1-12a-5-4) (1-14b-6-6) 
handu「粳米；味噌を作る麹」 한두 (1-25a-3-5) 
hecen「城」 허쳔 (1-1a-4-5) (1-2a-3-6) (1-9b-5-4) (1-9b-6-2) 

(1-10b-2-3) (1-11a-6-2) (1-12a-2-3) (1-12b-
6-1) (1-14a-3-3) (1-14a-5-2) (1-17a-4-1) (1-
20b-4-4) (1-21a-4-2) (1-24b-4-4) 

hendumbi「言う」 헌둠비 (1-26a-2-4) 
 hendurengge 헌두렁거 (1-6a-6-2) (1-11b-1-6) (1-15a-1-2) 
heni「ほんの少し」 허니 (1-16b-6-2) 
hergen「字；掌蹠紋；爵、職

位」 
헐건 (1-5b-4-2) 

hiyase「一斗枡」 햐스 (1-12a-6-5) (1-12b-1-6) (1-15b-5-4) (1-25a-
6-2) (1-25b-2-5) 

holtombi「騙す」 --- --- 
 holtoro 홀토로 (1-25b-5-1) (1-26a-6-6) 
hon「甚だ」 혼 (1-16b-4-5) 
honin「羊；未」 호닌 (1-12b-4-3) 

 
14 (1-16a-2-5)における hajiの朝鮮語訳は「豊凶」の「凶」である。一方、(1-16a-5-4)における hajiの朝鮮
語訳は「貴」である。「貴」は現代語では「貴한」であり、基本形は「貴하다」である。「貴하다」は
「（身分・地位が）高い；尊い」の意味のほかに、「稀である；珍しい」の意味もある（두산동아 
사서편집국 1994: 303）。(1-16a-5-4)における hajiは、orho turi haji ba oci ilan duin jiha menggun be baitalambi 
orho turi elgiyen ba oci juwe jiha menggun be baitalambiという文脈に出現している。この文脈における haji
の対応語 elgiyenの原書における朝鮮語訳は「흔」である。「흔」は現代語では「흔한」であり、基本
形は「흔하다」である。「흔하다」は「有りふれている」、「珍しくない」などの意味である（두산동아 
사서편집국 1994: 2190）。また、(1-12a-3-2/3)の hajio elgiyūnの原書における朝鮮語訳は「貴더냐흔더냐」
であり、同様に動詞「貴-」、「흔-」が用いられている。 
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hontohon「半分」15 혼토혼 (1-1b-2-2) (1-8a-2-1) 
hoton「城」 호톤 (1-10b-1-3) (1-14b-4-4) 
hūda「値段；商売」 후다 (1-11a-6-5) (1-11b-2-2) (1-11b-6-1) (1-12a-

1-1) (1-12a-1-5) (1-12b-6-4) (1-16a-4-4) (1-
18b-1-2) (1-18b-2-6) (1-19a-2-2) (1-20a-6-2) 

hūdai「値段/商売の」 후대 (1-14b-6-3) 
hūdašambi「商売する」 --- --- 
 hūdašaci 후다샤치 (1-17b-5-3) 
 hūdašame 후다샤머 (1-11a-2-4) (1-20b-6-5) 
hūncihiyūn「親類 (hūncihin)
か」 

훈치 (1-22a-1-1) 

i「彼；彼女」 이 (1-12a-5-2) 
i「の；で」 이 (1-1a-4-6) (1-2b-2-3) (1-2b-3-4) (1-2b-3-9) 

(1-2b-4-5) (1-2b-6-2) (1-3a-1-7) (1-3a-4-5) 
(1-4a-2-5) (1-6a-5-4) (1-6b-5-4) (1-7a-1-4) 
(1-7a-2-3) (1-7a-3-6) (1-7a-4-4) (1-7a-6-3) 
(1-7b-3-4) (1-8a-3-4) (1-8a-6-4) (1-8b-5-7) 
(1-8b-6-3) (1-9b-1-4) (1-9b-2-3) (1-9b-5-5) 
(1-9b-6-3) (1-10a-1-3) (1-10a-1-6) (1-11a-6-
3) (1-12a-1-4) (1-12a-2-4) (1-13a-4-3) (1-
13b-2-5) (1-14a-1-2) (1-14b-5-2) (1-16a-4-3) 
(1-16b-3-3) (1-16b-4-6) (1-17a-5-6) (1-18a-
1-5) (1-22a-5-3) (1-22b-4-3) (1-22b-5-6) (1-
23a-2-5) (1-23a-4-2) (1-23a-6-3) (1-24a-1-3) 
(1-24b-3-3) 

i「漢語義」 이  
 (i jeo「義州」)  (1-7a-3-1) 
ice「新しい；月の初日」 이쳐 (1-1a-6-5) (1-1b-1-4) 
icembi「染める」 이쳠비 (1-19a-1-1) 
 icefi 이쳐피 (1-18b-5-1) 
 icere 이쳐러 (1-19a-1-4) (1-19a-3-2) 
ihan「牛；丑」 이한 (1-14a-1-6) (1-15b-2-5) 
ilan「三」 이란 (1-4b-3-6) (1-5b-2-4) (1-6a-3-5) (1-16a-6-2) 

(1-18b-4-2) (1-19a-4-3) (1-19b-6-4) (1-20a-
3-3) (1-20a-5-3)16 (1-21b-6-2) 

ilimbi「立つ；起きる；止ま

る；休む」 
--- --- 

 ilifi 이리피 (1-3b-1-2) 

 
15 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』では hontohoと綴られている。『大清全書』における見出
し語 hontoho「一半。半月之半。」や、『増訂清文鑑』における見出し語 dulin「一半」の説明文 yaya jaka i 
emu hontoho be emu dulin sembiなどを参照されたい。Norman（2013: 180）は hontohonの形式に言及して
いるが、도정업（2022: 18）によると、hontohonは清国の文献には見られない。 
16 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「이란」が「이린」のように見えるが、本来は「이란」と書
かれていたものと考えられる。 
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inenggi「日」 이넝기 (1-14b-2-2) 
inenggidari「毎日」 이넝기다리 (1-3a-5-3) (1-3a-6-2) (1-8a-3-2) (1-9a-4-5) 
inu「そうだ；是；も」 이누 (1-2a-2-2) (1-6a-6-4) (1-9a-2-4) (1-9b-5-2) 

(1-11a-1-2) (1-11a-4-1) (1-14b-6-5) (1-15a-
1-3) (1-15a-2-2) (1-15a-5-4) (1-16a-4-7) (1-
16b-4-4) (1-17b-6-2) (1-25b-6-2) (1-26a-6-4) 

ishunde「互いに」 잇훈더 (1-22a-1-3)17 (1-24b-3-5) 
isinambi「着く、至る」 이시남비 (1-2a-6-4) (1-14b-2-4) 
 isinaci 이시나치 (1-14a-1-3) 
 isinafi 이시나피 (1-21b-2-7) 
 isinambio 이시남 (1-2a-4-1) 
 isinarakūn 이시나라쿤 (1-2a-4-2) 
 isinarangge 이시나랑거 (1-14a-4-1) (1-14a-5-4) 
isinjimbi「到来する」 --- --- 
 isinjiha 이신지하 (1-1b-3-2) 
 isinjimbio 이신짐 (1-2a-1-1) 
ja「安い；易しい」 쟈 (1-16a-4-6) 
jabdumbi「間に合う」 --- --- 
 jabdurakū 쟙두라쿠 (1-22a-2-3) 
jabumbi「答える」 --- --- 
 jabume 쟈부머 (1-7a-6-5) 
jahūdai「船」 쟈후대 (1-21b-1-2) 
jai「第二；再び；更に」 쟤 (1-4a-4-1) (1-14b-1-5) (1-17a-4-5) (1-20b-2-

1) (1-25b-4-4) 
jaka「物；隙間；所；〜たば

かり」 
쟈카 (1-12a-3-1) (1-20b-1-1) 

jakade「〜の所に/で；〜ので」 쟈카더 (1-1b-5-3) (1-16b-6-5) (1-23b-1-4) 
jakan「つい先頃」 쟈칸 (1-11b-1-1) 
jakūn「八」 쟈쿤 (1-12a-5-5) 
jalan「世；世代；節；兵の一

隊；甲喇(軍団の単位)」 
쟈란 (1-6b-5-1) 

je「粟」 져 (1-12b-1-7) 
jeku「穀物；糧食」 져쿠 (1-25a-2-3) (1-25a-3-1) 
jembi「食べる」 --- --- 
 jeme 져머 (1-3b-3-4) 
 jeterakū 져터라쿠 (1-25a-4-6) 
 jetere 져터러 (1-12a-2-5) (1-15b-3-2) 
jeo「漢語州」   
 (i jeo「義州」)  (1-7a-3-2) 
jergi「階級；類い；回；凡庸

な」 
졀기 (1-3a-3-1) (1-11b-3-3) (1-11b-4-4) 

 
17 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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ji「漢語済」 지  
 (ji ning fu「済寧府」)  (1-17b-1-3) 
jiha「金銭；銭(重さの単位)」 지하 (1-12b-2-3) (1-15b-3-7) (1-16a-1-3) (1-16a-

6-4) (1-16b-2-3) (1-18b-4-3) (1-19a-2-4) (1-
19a-4-4) (1-19a-5-6) (1-19a-6-6) (1-19b-4-5) 
(1-20a-1-2) (1-20a-5-4) (1-25b-2-2) (1-25b-
3-4) 

jik「漢語直」18 직  
 (jik g῾o「直沽」)  (1-21a-6-5) 
jimbi「来る」 --- --- 
 jici 지치 (1-7a-3-8) 
 jidere 지더러 (1-12a-5-3) 
 jifi 지피 (1-3b-3-2) (1-11b-1-5) 
 jihe 지허 (1-1a-2-5) (1-1a-3-5) (1-2a-2-5) (1-24b-2-6) 
 jihenggeo 지헝ᄀᅺ (1-22a-2-1) 
 jiheo 지 (1-24b-1-1) 
 jime 지머 (1-1b-4-2) (1-1b-5-5) 
jingkini「本当の；正しい；正

副の正」 
징키니 (1-23a-1-2) 

jodon「葛布」 죠돈 (1-11a-1-1) (1-11b-5-5) (1-11b-6-4) (1-17a-
3-4) (1-19b-3-1) (1-19b-5-5) (1-20a-2-3) (1-
20a-4-5) (1-21a-3-3) (1-21b-4-5) 

joo「漢語趙」 19 (1-22b-3-4) 
jortai「故意に」 죨태 (1-23b-2-1) 
jugūn「道」 쥬군 (1-23a-2-4) (1-23a-5-5) (1-24a-1-2) (1-24b-

3-2) 
juleri「南；前」 쥬러리 (1-3b-5-3) (1-4a-5-3) (1-23b-4-2) 
julesi「南に；前に」 쥬러시 (1-13a-3-3) (1-13b-4-2) (1-21a-1-2) 
jurambi「出発する」 --- --- 
 jurafi 쥬라피 (1-1b-1-6) 
 juraka 쥬라카 (1-1a-6-1) (1-1a-6-7) 

 
  

 
18 jik g῾oは、漢語「直沽」の朝鮮語における発音「직고」に由来すると考えられる。 
19『三譯総解』と『淸語老乞大』における「趙」の満洲語ハングル表記に違いが見られる。「趙」の満洲

語は『三譯総解』において 3例出現しているが、ハングル表記はいずれも「」である。『三譯総解』に
おける「趙」の満洲語の出現箇所は、(10-9a-4-4), (10-11a-4-5), (10-14a-6-2)である。 
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juse「子供達；子供」20 쥬서21 (1-9b-2-4) 
jusei「子供(達)の」 쥬세 (1-9b-1-5) 
juwan「十」  (1-11b-5-1) (1-12b-2-6) (1-13a-4-1) (1-21b-

2-1) (1-25b-3-2) 
juwarandambi「馬が跑足で馳

ける」 
--- --- 

 juwarandame22 란다머 (1-16b-6-3) 
juwe「二」 쥬워 (1-12b-3-3) (1-16a-1-2) (1-16b-2-2) (1-18b-

6-2) (1-19a-2-3) (1-19a-5-5) (1-19b-3-2) (1-
19b-4-4) 

kadalambi「管轄する」 --- --- 
 kadalahabi 카다라하비 (1-6b-4-5) 
 kadalara 카다라라 (1-4b-3-1) (1-5a-3-1) 
kai「指定や断定の終助詞」 캐 (1-2b-2-5) (1-7b-6-3) (1-10a-4-3) (1-23a-5-

3) (1-23b-2-3) 

 
20 早田輝洋（1988: 16）によれば、『満文金瓶梅』における juseは、しばしば一人の「子供」を指す。し
たがって、本稿では「子供達」という訳に加えて、「子供」という訳も併記している。なお、筆者が調査

した満洲語三家子方言においても、juseが一人の「子供」を指す用法が確認されている。 
21 Lie（1972: 271）が『淸語老乞大』について付した注 306には「muse (mu + se) ‘wir’ (Inklusiv). Der Pluralsuffix 
-se wird im Koreanischen immer mit ‘sï’ transkribiert.」（muse (mu + se)「私たち」（包括的）。複数接尾辞 -se
はハングル表記では常に sï（스）と転写される。）とある。一方、岸田（1989: 28）は、『淸語老乞大』に
おけるこの接辞のハングル表記について juse の -se に対応するハングル表記が「스」ではなく「서」で
あることを指摘している。 
22 原書における juwarandameは「잘거르니」と訳されている。当該動詞は『大清全書』では juwarantambi
と綴られている。漢訳は「馬走開了。」である。『滿語全書』（郭秀昌・何榮偉 2020: 1220）にも juwarantambi
が収録されている。漢訳は「马快走、疾走。」である。『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 890; 2020: 1407）に
収録されたこの語は zhuwaratambi（メレンドルフ式転写では juwaratambi）と綴られており、n が欠けて
いる。漢訳は「（马）快走，疾走。」である。なお、도정업（2022: 7）は juwandara- も juwantara- のいず
れも清国刊行文献には見られないと述べている。しかし、上述したように、『大清全書』には juwarantambi
「馬走開了。」が収録されている。 
 また、『増訂清文鑑』には jordambi「大走開」が収録されている。『滿語全書』（郭秀昌・何榮偉 2020: 
1208）にも jordambi「马大走。」が収録されている。『滿漢大辞典』（第一版および第二版）には jordambi
（安雙成 1993: 873; 2018: 905）の他に、joradambi「（马畜等）大走、大步走。」（安雙成 1993: 871; 2018: 
903）の語形も収録されている。jordambiの説明文は「与 joradambi同。」である。 
 『大清全書』juwarantambi・『増訂清文鑑』jordambiの異形は次表のとおりにまとめることができる。 
 

表 3：『大清全書』juwarantambi・『増訂清文鑑』jordambiの異形 
 juwaranda- juwaranta- juwarata- jorda- jorada- 
淸語老乞大 juwarandame --- --- --- --- 
大清全書 --- juwarantambi --- --- --- 
増訂清文鑑 --- --- --- jordambi --- 
滿漢大辞典 --- --- --- jordambi joradambi 
新滿漢大詞典 --- --- juwaratambi   
滿語全書 --- juwarantambi --- jordambi --- 

 
 なお、李樹蘭ほか（1984: 284）が記録したシベ語の zhorodum「走马走。」、清格爾泰が記録した満洲語

三家子方言の dʐuɑrd′ɯme「走马蹓蹄」（清格爾泰 1982: 68）、dʐuɑrd'ɯme「走马蹓蹄」（清格爾泰 1998: 335）、
恩和巴圖（1995）が記録した満洲語三家子方言の dʐɑʴdɯme（201 頁）、dʐuɑrdɯme「大走，走马留蹄」（206
頁）は、いずれも jordambiの同源語であると考えられる。語幹 jorda- は joran（『増訂清文鑑』）〜juwaran
（『大清全書』）〜/joro/（シベ語）〜/juaren/（満洲語三家子方言）「馬の跑足」に派生接辞が付加されて形

成されたものであると考えられる。 
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kemuni「しょっちゅう；ま

だ」 
커무니 (1-6b-1-4) (1-9b-2-1) 

kicembi「努力する」 키쳠비 (1-3a-6-1) (1-4a-4-3) 
kubun「綿」 쿠분 (1-17b-3-1) (1-18a-2-5) (1-18a-6-5) (1-19a-

6-1) (1-20a-4-1) (1-20b-5-3) (1-21a-6-1) 
labdu「多い」 랍두 (1-6b-6-4) (1-25a-4-5) 
lata「遅い」 라타 (1-17a-1-1) 
leolen「論」(leolen gisuren「論

語」) 
런 (1-3a-3-6) (1-4a-1-5) 

lii「漢語李」 리 (1-22b-1-5) 
liyoodung「漢語遼東」 둥23 (1-10b-1-2) (1-15a-3-3) 
majige「少し」 마지거 (1-2b-6-5) (1-8a-5-1) (1-9b-2-5) (1-17a-1-3) 

(1-17b-5-4) (1-18a-4-5) 
manashūn「壊れた；月末」 마낫훈 (1-2a-3-4) 
mangga「難しい；硬い；強い；

高価な」 
망가 (1-16a-4-5) 

manggi「〜た後」 망기 (1-3b-3-6) (1-4a-5-1) 
mederi「海」 머더리 (1-6b-3-4) 
meimeni「各々」 메머니 (1-5a-1-2) 
membe「私たち(除外的)を」 멈버 (1-7b-1-4) 
mengdzy「漢語孟子」24 멍즈 (1-3a-4-2) (1-4a-2-2) 
menggun「銀」 멍군 (1-12a-6-2) (1-12b-1-3) (1-12b-2-4) (1-12b-

3-5) (1-16a-1-4) (1-16a-6-5) (1-16b-2-4) (1-
19b-1-1) (1-19b-3-4) (1-19b-6-2) (1-20a-3-
1)25 (1-20a-5-1)26 

meni「私たち(除外的)の」 머니 (1-7a-1-1) (1-7b-5-4) (1-8b-3-1) (1-10b-5-3) 
(1-15a-3-2) 

mimbe「私を」 밈버 (1-25b-4-5) (1-26a-6-5) 
mini「私の」 미니 (1-6b-1-1) (1-8a-1-3) (1-10a-5-5) (1-11b-1-2) 

(1-12a-3-4) (1-15a-1-4) (1-18b-3-1) (1-22a-
6-3) (1-22b-2-1) (1-22b-3-5) (1-24a-2-1) (1-
26a-4-3) 

 
23『三譯総解』と『淸語老乞大』における「遼東」の満洲語の満洲文字表記とハングル表記のいずれにも

違いが見られる。「遼東」の満洲語は『三譯総解』において 2例出現しているが、満州文字表記はいずれ

も liyoo dungとなっており、ハングル表記はいずれも「 둥」となっている。『三譯総解』における「遼

東」の満洲語の出現箇所は、(3-6a-3-4/5), (8-16a-3-5/6)である。一方、『淸語老乞大』における「遼東」の

満洲語の満洲語表記とハングル表記はそれぞれ liyoodungと「둥」である。 
24 満洲文字において漢語 c, z, r, s, ch, zhなど（便宜上、ここでは漢語音をピンインで表記する）に対応す

る文字のメレンドルフ式転写については、von Möllendorff（1892）本文前の THE ALPHABET表下の For 
transcribing Chinese syllables、および早田輝洋（2008: 32）を参照されたい。なお、早田輝洋（2008: 32）
は、メレンドルフ式転写を改良する独自の転写案を提示している。例えば、漢語の z, ziに対応する満洲
文字の転写を区別し、それぞれ dz, dzYと転写する。本稿でも早田輝洋（2008: 32）に従って両者を区別

するが、後者については dzyと転写する。 
25 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「멍군」が「밍군」のように見えるが、本来は「멍군」と書
かれていたものと考えられる。 
26 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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moo「樹木；木材；棒」  (1-4b-3-7) (1-5b-2-5) (1-6a-4-1) 
mooi「樹木/木材/棒の」  (1-4b-6-5) 
morin「馬；午」 모린 (1-10b-3-3) (1-10b-6-1) (1-10b-6-2) (1-11a-

6-4) (1-11b-2-1) (1-11b-3-4) (1-11b-4-5) (1-
14a-1-5) (1-14b-6-2) (1-15b-2-4) (1-15b-4-4) 
(1-16b-3-2) (1-16b-4-2) (1-17a-3-3) (1-21a-
3-2) (1-21b-4-3) 

moro「椀」 모로 (1-15b-5-3) 
mujakū「極めて」 무쟈쿠 (1-2b-3-7) 
mujilen「心」 무지런 (1-15a-1-5) 
mukūn「同族；群れ」 무쿤 (1-22b-5-5) 
muru「外見」 무루 (1-14a-5-6) 
muse「私たち(包括的)」 무스27 (1-10a-4-4) (1-11a-1-5) (1-13a-2-1) (1-13a-

3-2) (1-13a-6-1) (1-13b-6-1) (1-14b-3-1) (1-
14b-4-1) (1-23b-3-1) (1-24a-3-1) (1-26a-1-1) 

musei「私たち(包括的)の」 무싀 (1-14a-1-4) 
mušuri「朝鮮産の麻布」28 무슈리 (1-10b-6-5) (1-21b-4-4) 
mutembi「できる」 --- --- 
 mutehengge 무터헝거 (1-4a-6-3) 
 muterakū 무터라쿠 (1-4b-2-3) (1-5b-5-2) (1-7a-6-6) 
na「地」 나 (1-16a-2-2) 
nakambi「やめる」 --- --- 
 nakaki 나카키 (1-23b-3-6) 
nakcu「母の兄弟」 낙츄 (1-22b-2-2) 
narhūn「細い、細かい」 날훈 (1-19b-2-6) 
nenembi「先行する」 --- --- 
 nenehe 너너허 (1-5b-6-5) 
nikan「漢人」 니칸 (1-2b-3-3) (1-2b-4-4) (1-2b-6-1) (1-3a-1-6) 

(1-6a-5-3) (1-6b-5-3) (1-7a-3-5) (1-7a-4-3) 
(1-7b-3-3) (1-8a-3-3) (1-8a-6-3) (1-8b-5-6) 
(1-9a-1-1) (1-9b-1-3) (1-10a-1-5) (1-18a-1-4) 

ning「漢語寧」 닝  

 
27『三譯総解』と『淸語老乞大』における museのハングル表記に違いが見られる。museは『三譯総解』
において 9例出現しているが、ハングル表記はいずれも「무서」となっている。また、museiは『三譯総
解』において 8例出現しているが、ハングル表記はいずれも「무세」となっている。すなわち、『三譯総

解』における museと museiの eは、「ㅓ」である。『三譯総解』における museの出現箇所は、(1-18b-3-
3), (2-15a-1-1), (4-15a-6-2), (5-1b-5-3), (5-9a-1-5), (5-10a-1-2), (8-12a-6-5), (8-12b-3-1), (9-7a-4-4)である。『三
譯総解』における museiの出現箇所は、(3-25b-5-5), (5-12a-6-3), (6-21a-6-7), (6-23a-1-7), (6-23a-4-5), (9-7a-
1-3), (10-6b-4-5), (10-23a-2-4)である。なお、岸田（1989: 27-28）も『三譯総解』と『淸語老乞大』の複数

接尾辞 -seの表記について紹介している。 
28『淸語老乞大』における mušuri「朝鮮産の麻布」の朝鮮語訳は「모시」である。また、『同文類解』(2-
24b-2-2)における mušuriの朝鮮語訳も「모시」である。mušuriは、朝鮮語から借用された要素 mušuに、
名詞形成接尾辞 -ri（cf. pingguri「林檎」< 漢語「蘋果」+ -ri）が付加されて形成された語である可能性

がある。朴恩用（1972: 39; 1973: 60）も、mušuriは朝鮮語の「모시 (모수)」からの借用語であるとしてい

る。 



 20 

 (ji ning fu「済寧府」)  (1-17b-1-4) 
ningge「〜であるもの」 닝거 (1-9a-2-6) (1-9a-3-4) (1-9a-4-3) (1-19a-3-5) 

(1-19a-5-1) (1-20a-2-1) 
ninggude「上に/で」 닝구더 (1-5b-3-5) 
ninggun「六」 닝군 (1-19a-6-5) (1-19b-5-6) (1-20a-1-1) 
niyalma「人」 냘마 (1-2b-2-4) (1-2b-4-6) (1-4b-6-1) (1-7b-1-3) 

(1-7b-2-1) (1-8a-6-2) (1-8a-6-5) (1-8b-5-8) 
(1-8b-6-4) (1-10a-1-4) (1-11a-5-5) (1-11b-1-
4) (1-12a-4-2) (1-13b-3-1) (1-21b-6-3) (1-
26b-1-1) 

niyaman「親；親族；心臓；
樹心」 

냐만 (1-21b-6-6) 

nomhon「真面目な；よく馴れ

た」 
놈혼 (1-8b-3-4) (1-9b-3-1) 

okson「歩み、一歩」 옥손 (1-16b-3-4) (1-16b-4-7) 
ombi「なる」 옴비 (1-13b-5-5) (1-26a-5-6) 
 oci 오치 (1-2a-6-3) (1-4a-6-4) (1-4b-2-4) (1-5a-5-3) 

(1-5a-6-3) (1-6a-3-3) (1-7a-1-6) (1-7b-1-1) 
(1-10a-4-1) (1-10b-4-4) (1-12b-5-2) (1-13b-
4-1) (1-14b-1-4) (1-16a-6-1) (1-16b-2-1) (1-
19a-3-6) (1-19a-5-2) (1-19b-4-1) (1-19b-6-3) 
(1-20a-2-2) 29  (1-20a-3-2) (1-20a-5-2) (1-
25a-1-4) (1-25a-2-2) (1-25a-4-1) (1-25b-1-4) 
(1-25b-3-1) (1-26a-3-2) 

 ocibe 오치버 (1-13a-6-3) (1-13a-6-5) (1-23a-2-2) 
 ofi 오피 (1-1b-4-3) (1-7a-4-6) (1-8b-3-5) (1-22a-2-4) 
 oho 오호 (1-4a-4-5) (1-8a-1-2) (1-8b-1-3) (1-8b-1-7) 

(1-11a-4-2) 
 ohode 오호더 (1-5b-5-3) (1-7a-5-7) (1-14b-2-3) 
 ojorakū 오죠라쿠 (1-16b-5-4) 
 ojoro 오죠로 (1-16b-6-4) (1-23b-1-3) 
onggolo「〜前に」 옹고로 (1-22a-2-2) (1-24a-2-2) 
orho「草」 올호 (1-15b-3-3) (1-15b-6-3) (1-16a-4-1) (1-16a-

5-2) (1-16b-1-1) (1-24b-5-5) (1-24b-6-3) (1-
25a-2-1) (1-25a-2-4) (1-25a-3-2) (1-25a-3-6) 
(1-25a-6-3) (1-25b-2-6) 

orin「二十」 오린 (1-13b-2-3) 
sahaliyan「黒い；壬」 사하랸 (1-25a-1-5) (1-25a-5-1) 
sain「良い」 샌 (1-2b-3-8) (1-5a-6-2) (1-10a-4-2) (1-10b-5-

2) (1-11b-2-5) (1-14b-3-5) (1-15b-1-1) (1-
16b-5-1) (1-17b-6-3) (1-24a-6-1) (1-25a-3-3) 

 
29 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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saiyūn「良い(sain)か」 새30 (1-24a-5-6) 
salibumbi「売値を決める」 사리붐비 (1-19b-3-3) (1-19b-6-1) 31  (1-20a-2-5) (1-

20a-4-7) 
salimbi「値する；恣にする」 사림비 (1-11b-4-1) (1-11b-5-3) 
 salimbio 사림 (1-11b-6-2) 
 salirakūn 사리라쿤 (1-11b-6-3) 
salja「道の会合点/分岐点」 살쟈 (1-24a-1-1) 
sambi「知る」 삼비 (1-2a-5-3) 
 saci 사치 (1-26a-5-5) 
 sarkū 살쿠 (1-9a-6-4) 
sasari「一緒に」 사사리 (1-10a-4-5) (1-11a-3-1) 
se「歳；年齢」 서 (1-8b-1-1) (1-8b-1-6) 
se「〜たち」 스 (1-25a-4-3) 
sefu「教師(漢語師傅)」 스푸 (1-3b-1-6) (1-4b-1-1) (1-5a-6-4) (1-8a-5-4) 

(1-8b-3-2) (1-9a-5-2) 
sefui「教師の」 스퓌 (1-3b-5-2) (1-4a-5-2) 
sembi「言う」 슴비 (1-13a-5-6) 
 secibe 스치버 (1-6a-6-5) 
 sehe 스허 (1-7b-6-2) 
 sembio 슴 (1-7b-5-3) 
 seme 스머 (1-5b-3-1) (1-7b-2-2) (1-9a-1-4) 
 sere 스러 (1-11b-5-4) (1-12a-2-1) (1-12b-4-6) 
si「あなた」 시 (1-1a-2-3) (1-1a-5-2) (1-1b-1-1) (1-2a-2-6) 

(1-2b-2-1) (1-3a-1-1) (1-3a-2-5) (1-3a-5-2) 

 
30 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』においても saiyūnと綴られている。『大清全書』における
見出し語 saiyūn「安否。好麽。」および『増訂清文鑑』における見出し語 saiyūn「好麽」を参照されたい。 
 清学書における語形の記録を見ると、『漢清文鑑』(6-37b-2-4)では、「好麽」に対応する語は、満洲文字

表記では saiyūn、ハングル表記では「새ᄋᆏᆫ」（sai.yuen）と綴られている。また、『同文類解』(1-31a-10-3)
では、「好麽」に対応する語は満洲文字表記は示されていないものの、ハングルで「새ᄋᆏᆫ」（sai.yuen）と
綴られている。 
 一方、『淸語老乞大』(1-24a-5-6), (5-7a-4-4), (5-7b-3-2), (5-8b-1-5)では、満洲文字表記は saiyūnであるの
に対し、ハングル表記は「새」（sai.yuyen）と綴られている。 
 また、『三譯総解』(9-9b-2-5)では、当該語は満洲文字表記は saiyun、ハングル表記は「새윤」（sai.yun）
と綴られている。 
 なお、『八歳兒』・『小兒論』には当該語は見られない。 
 以上を次表のとおりに整理することができる。 
 

表 4：清学書における saiyūn, saiyunのハングル表記 
 満洲文字表記 ハングル表記 出現箇所 
淸語老乞大 saiyūn 「새」（sai.yuyen） (1-24a-5-6), (5-7a-4-4), (5-7b-3-2), (5-8b-1-5) 

漢清文鑑 saiyūn 「새ᄋᆏᆫ」（sai.yuen） (6-37b-2-4) 

同文類解 --- 「새ᄋᆏᆫ」（sai.yuen） (1-31a-10-3) 

三譯総解 saiyun 「새윤」（sai.yun） (9-9b-2-5) 
八歳兒 --- --- --- 
小兒論 --- --- --- 

 
31 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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(1-6a-5-1) (1-7b-3-1) (1-9b-4-3) (1-9b-5-8) 
(1-10b-2-1) (1-11a-1-4) (1-11a-5-2) (1-17a-
3-1) (1-17b-4-5) (1-18a-6-1) (1-20b-4-1) (1-
25b-4-3) (1-25b-5-3) (1-25b-6-1) (1-26a-2-5) 
(1-26a-6-3) 

sibiya「籤、籌」 시뱌 (1-4a-5-4) (1-4b-4-2) 
sibiyai「籤/籌の」 시뱨 (1-5a-2-2) (1-5a-3-3) 
sidende「間に」 시던더 (1-13b-2-6) 
sikse「昨日」 식서 (1-2a-2-3) 
sini「あなたの」 시니 (1-6a-6-1) (1-7b-4-2) (1-7b-4-5) (1-7b-6-4) 

(1-8a-5-3) (1-10a-2-5) (1-10a-5-2) (1-10a-6-
2) (1-15a-1-1) (1-15b-2-1) (1-21b-6-5) (1-
22b-4-5) (1-24b-5-1) 

sithūmbi「専念する」 --- --- 
 sithūme 싣후머 (1-8b-2-1) (1-8b-2-3) (1-8b-4-2) 
suberi「綾子」 수버리 (1-17b-2-5) (1-18a-6-4) (1-18b-5-4) (1-19a-

2-5) (1-19b-5-2) 
sula「暇の」 수라 (1-23b-3-3) 
sunja「五」 순쟈 (1-8b-1-5) (1-12b-1-1) (1-14a-5-7) (1-14b-2-

1) (1-20a-2-4) (1-21a-5-1) 
sunjata「五つ毎」 순쟈타 (1-15b-5-2) 
susai「五十」 수새 (1-25b-1-5) 
suwe「あなたたち」 숴 (1-23a-2-3) 
suweni「あなたたちの」 숴니 (1-8b-5-1) (1-24b-2-1) 
šaburambi「眠くなる；忙しく

立ち回る」 
--- --- 

 šaburame 샤부라머 (1-23b-1-2) 
šambi「見る」 --- --- 
 šame 샤머 (1-7a-6-4) 
šan「漢語山」 샨  
 (šan dung「山東」)  (1-17b-1-1) 
šangnan「賞」32 샹난 (1-6a-1-1) 
šanyan「白い；庚」 샨얀 (1-12a-6-6) 
šejilebumbi「諳誦させる」 셔지러붐비 (1-5a-5-5) 
šejilembi「諳誦する」 셔지럼비 (1-4a-6-1) 
 šejilehengge 셔지러헝거 (1-5a-6-1) 

 
32 šangnan という語形は、『大清全書』・『増訂清文鑑』・『滿漢辭典』（扎魯阿・格吐肯 1994）・『滿漢大辭

典』（安雙成 1993; 2018）・『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 2020）・『滿語全書』（郭秀昌・何榮偉 2020）・二

種の『満独辞典』（von der Gabelentz 1864; Hauer 2007）には収録されていない。『淸語老乞大』原書におけ
る šangnan朝鮮語訳は「賞」である。この語は動詞語基 šangna-「賞する」に名詞化派生接辞 -nが付加さ
れて形成された語であると考えられる。一方、『増訂清文鑑』における「賞」を表す名詞の語形は šangnahan
である。なお、『満露辞典』（Захаров 1875: 357）および『満英辞典』（Norman 2013: 343）には、šangnahan
と šangnanの両方が収録されている。도정업（2022: 18）は šangnanは šangnahanの haが脱落した形式で

あると述べている。 
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 šejileme 셔지러머 (1-4a-6-2) (1-4b-2-2) (1-5b-5-1) 
 šejilere 셔지러러 (1-4b-5-1) 
šolo「暇」 쇼로 (1-2b-3-1) 
šun「漢語順」 슌  
 (šun ceng「順城」)  (1-14b-4-2) 
šusai「秀才、書生」 슈새 (1-4b-3-2) (1-5a-3-2) (1-8a-3-5) (1-8b-5-3) 

(1-9a-5-1) 
šusihe「牌」 슈시허 (1-4b-6-6) 
tacibumbi「教える」 타치붐비 (1-8b-4-3) 
 tacibumbio 타치붐 (1-8b-2-2) 
 taciburakūn 타치부라쿤 (1-8b-2-4) 
tacikū「学校」 타치쿠 (1-3a-2-1) (1-3b-1-3) (1-3b-2-2) (1-3b-4-2) 
tacimbi「学ぶ；慣れる」 타침비 (1-3b-2-1) 
 taci 타치 (1-7b-5-2) (1-7b-6-1) 
 tacifi 타치피 (1-6a-5-7) 
 taciha 타치하 (1-2b-4-1) (1-2b-5-3) (1-3a-1-4) (1-3a-2-4) 

(1-3a-3-4) (1-3a-5-1) (1-8a-4-6) 
 tacihangge 타치항거 (1-7b-6-5) (1-8a-1-4) 
 tacimbio 타침 (1-7b-4-4) 
 tacirengge 타디렁거 (1-7b-3-7) 
tacin「学問；習俗」 타친 (1-3a-4-4) (1-4a-2-4) (1-9b-1-6) 
taka「暫く」 타카 (1-23b-3-2) 
takambi「見知る」 --- --- 
 takara 타카라 (1-11b-1-3) (1-12a-4-1) 
tang「漢語唐」 탕  
 (g῾ao tang「高唐」)  (1-17b-2-1) (1-18a-2-2) (1-21a-5-5) 
tanggū「百」 탕구 (1-14a-6-1) 
tantabumbi「打たせる；打た

れる」 
--- --- 

 tantabure 탄타부러 (1-6a-1-6) (1-6a-4-2) 
tantambi「打つ」 탄탐비 (1-4b-4-1) 
 tantacibe 탄타치버 (1-9a-5-5) 
 tantara 탄타라 (1-5b-2-6) 
tara「いとこ」 타라 (1-22a-6-7) (1-22b-2-5) (1-22b-4-7) (1-22b-

6-1) (1-23a-1-3) 
targambi「斎戒する；忌む」 --- --- 
 targahakū 탈가하쿠 (1-23a-3-5) 
tašan「嘘、偽り」 타샨 (1-26a-5-2) 
tatambi「引く；宿る」 타탐비 (1-5a-4-6) (1-15a-5-2) 
 tataci 타타치 (1-14b-3-4) 
 tatafi 타타피 (1-4a-5-5) (1-4b-4-3) 
 tataha 타타하 (1-15a-6-4) (1-24a-2-3) 
 tatahangge 타타항거 (1-5a-5-1) 
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 tatame 타타머 (1-5b-6-3)33 (1-14b-5-4) (1-23b-5-6) (1-24a-
3-3) 

 tatarakū 타타라쿠 (1-15a-4-3) 
te「今」 터 (1-1a-3-6) (1-1b-2-1) (1-1b-6-3) (1-6b-2-3) 

(1-9b-4-4) (1-22a-4-1) 
tebumbi「座らせる；住まわせ

る；職に就かせる；盛る；植

える；納棺する；酒を作る」 

터붐비 (1-5a-2-5) 

teile「だけ」 테러 (1-7a-2-5) 
tembi「座る；住む；職に就く；

沈殿する；水が溜まる」 
--- --- 

 tefi 터피 (1-8a-4-4) 
 tehebi 터허비 (1-10a-6-5) (1-10b-1-6) 
 teme 터머 (1-21b-1-3) 
temgetu「印(いん)の一種；印

(しるし)；証拠；証書」 
텀거투 (1-5b-4-1) 

teni「やっと」 터니 (1-1b-2-7) (1-2a-2-4) 
tere「その；それ；その人；

あの；あれ；あの人」 
터러 (1-1b-6-1) (1-2a-1-5) (1-4b-3-3) (1-5b-1-5) 

(1-6a-5-2) (1-9a-4-1) (1-12a-3-5) (1-17b-6-1) 
(1-18a-6-2) 

terei「そ/あの人の；その」 터레 (1-5a-4-1) (1-5b-3-4) (1-9a-2-1) 
tetendere「〜からには」 터턴드러 (1-9b-6-6) 
teyebumbi「休ませる」 --- --- 
 teyebufi 터여부피 (1-14a-2-2) 
 teyebuki 터여부키 (1-23b-6-3) 
tob「正しい；正に」 톱 (1-9a-1-3) 
tofohon「十五」 토포혼 (1-11b-3-5) 
toktosi (hūda toktosi「仲買人」) 톡토시 (1-20a-6-3) 
tome「〜毎に」 토머 (1-4b-6-2) (1-15b-5-1) 
toombi「罵る」 --- --- 
 toome 머 (1-23a-3-2) 
tubaci「そこ/あそこより」 투바치 (1-14b-6-1) 
tubade「そこ/あそこに；そこ

/あそこで」 
투바더 (1-13a-6-6) (1-13b-6-2) (1-15a-5-1) (1-15a-

6-3) (1-17b-5-1) 
tucibumbi「出す」 --- --- 
 tucibufi 투치부피 (1-5b-6-2) 
tulgiyen「〜以外」 툴견 (1-17a-2-2) (1-20b-1-5) 
turgunde「〜の原因/理由で」 툴군더 (1-8a-4-7) 

 
33 当該箇所の tatameの『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳は「믜여」である。최동권 외（2012: 106）
はこの箇所の「믜여」は「지워. 없애.」を意味し、『飜譯老乞大』では「여」となっていると指摘して

いる。また、최동권 외（2012: 594）は「믜다」は「찢다」の古語であると指摘している。 
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turi「豆」 투리 (1-15b-3-4) (1-15b-5-5) (1-16a-4-2) (1-16a-
5-3) (1-16b-1-2) (1-24b-5-6) (1-24b-6-4) (1-
25a-1-3) (1-25a-1-6) (1-25a-5-2) (1-25b-1-3) 

tutambi「落後する」 --- --- 
 tutafi 투타피 (1-1b-4-1) 
tuttu「そのように；あのよう

に」 
툳투 (1-1b-5-4) (1-10b-4-3) (1-13b-3-4) (1-23b-1-

5) 
tuwambi「見る」 투왐비 (1-7b-2-3) 
ubaci「ここより」 우바치 (1-14a-3-1) (1-14a-4-4) 
ubade「ここに/で」 우바더 (1-1b-3-1) (1-24a-3-2) 
ucuri「機会、折」 우츄리 (1-11b-2-4) (1-24a-5-1) 
udambi「買う」 --- --- 
 udafi 우다피 (1-17a-5-4) (1-17b-3-4) (1-18a-3-3) (1-18b-

1-4) (1-20b-6-1) 
 udaha 우다하 (1-18b-3-2) 
 udame 우다머 (1-21b-5-1) 
udu「幾つ；いくら〜(だと

て)」 
우두 (1-6a-6-3) (1-7b-6-6) (1-8b-1-2) (1-8b-6-1) 

(1-8b-6-5) (1-14a-4-2) (1-15b-3-6) (1-18b-1-
1) (1-18b-2-5) (1-21a-1-3) (1-25a-5-3) (1-
25a-6-4) 

ufa「殻粉」 우파 (1-12b-3-2) 
uheri「すべて」 우허리 (1-15b-3-5) (1-15b-6-4) 
uherilembi「統べる」 --- --- 
 uherilefi 우허리러피 (1-6b-3-6) 
ulha「家畜」 울하 (1-23b-6-2) (1-25a-4-2) 
ulin「貨財」 우린 (1-17a-5-2) (1-20b-4-7) (1-21b-3-4) 
umai「全く(〜でない)」 우매 (1-9a-6-1) 
ume「否定命令標識」 우머 (1-25b-4-6) 
umesi「甚だ」 우머시 (1-6b-6-3) (1-8b-4-1) (1-9b-1-7) (1-10b-5-1) 

(1-15a-6-6) (1-23b-5-1) 
uncambi「売る」 운챰비 (1-17a-6-4) (1-18b-2-8) 
 uncafi 운챠피 (1-17a-4-4) (1-20b-5-1) (1-21b-3-7) 
 uncaha 운챠하 (1-18a-4-3) 
 uncame 운챠머 (1-10b-4-1) (1-17b-4-3) (1-21a-4-6) 
 uncara 운챠라 (1-19b-2-1) 
 uncarengge34 운챠렁거 (1-11a-1-3) 
unduri「沿道に」 운두리 (1-23a-2-6) (1-24b-3-4) 
unenggi「誠；事実；誠実な；

本当の」 
우넝기 (1-17b-4-6) 

unenggio「本当(unenggi)か」 우넝ᄀᆚ (1-25b-4-2) 

 
34 母音調和に従えば、uncarenggeではなく、uncaranggeのはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇
所では、uncarenggeの形で現れている。 
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urembi「果物が熟する；飯が

調理済みである；熟練する」 
--- --- 

 urehe 우러허 (1-10a-2-2) (1-25b-6-4) 
urunakū「必ず」 우루나쿠 (1-6a-3-4) 
uthai「すぐに；即ち」 욷해 (1-2a-1-4) (1-3b-4-1) (1-5a-5-4) (1-23b-4-4) 
uttu「このように」 욷투 (1-10a-3-5) (1-12b-5-1) (1-15a-2-3) (1-23a-

2-1) 
wajimbi「終わる」 --- --- 
 wajifi 와지피 (1-4a-3-4) (1-21a-4-7) 
 wajiha 와지하 (1-3b-3-5) 
 wajime 와지머 (1-21b-3-2) 
waka「〜ではない；非」 와카 (1-26b-1-2) 
waliyambi「捨てる；吐き出

す；展墓する」 
--- --- 

 waliyafi 와랴피 (1-5b-6-4) 
wang「漢語王」 왕 (1-10a-6-1) (1-24a-6-2) 
 (wang ging「王京」)  (1-1a-3-2) (1-1a-5-4) (1-17b-3-5) (1-18a-3-4) 

(1-18b-2-1) (1-19b-1-2) (1-20b-6-2) (1-21b-
2-4) 

wase「瓦(漢語瓦子)」 와스 (1-13a-5-4) (1-23b-4-5) 
we「誰」 워 (1-5a-5-2) (1-7a-5-1) 
wede「誰に」 워더 (1-3a-1-2) 
weile「罪；事」 웨러 (1-6a-1-3) (1-23a-5-1) 
weilembi「働く；作る；事を

為す；仕える」 
--- --- 

 weilefi 웨러피 (1-5a-1-1) 
wesihun「上に；東に；高貴

な」 
워시훈 (1-24a-5-2) 

ya「誰；どこ；何；どれ；ど

ちら」 
야 (1-7a-5-2) 

yabumbi「行く、歩く；行う」 --- --- 
 yabufi 야부피 (1-13a-3-4) 
 yabuha 야부하 (1-11a-5-4) (1-21a-2-1) (1-23a-6-4) 
 yabure 야부러 (1-1b-5-2) (1-23a-5-6) 
yacin「青黒い」35 야친 (1-18b-6-4) (1-19a-3-4) (1-19b-5-1) 
yali「肉」 야리 (1-12b-4-4) 
yamji「晩」 얌지 (1-4a-4-4) (1-13a-6-4) 
yan「両(重さの単位)」 얀 (1-11b-3-6) (1-11b-5-2) (1-18b-6-3) (1-19b-

4-3) (1-19b-6-5) (1-20a-3-4) (1-20a-4-3) 
yargiyan「本当の」 얄갼 (1-23a-4-1) (1-26a-5-1) 
yasa「目」 야사 (1-7a-6-1) 

 
35 yacinの意味に関しては、結城（2000）と早田清冷（2011）を参照されたい。 
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yasai「目の」 야새 (1-23b-4-1) 
yobodombi「冗談を言う」 --- --- 
 yobodome 요보도머 (1-23a-3-3) 
yombi「行く」 --- --- 
 yoki 요키 (1-10a-4-6) (1-13b-1-2) (1-13b-6-4) (1-14a-

2-5) 
yooni「すべて」 니 (1-6b-4-3) (1-7a-4-2) 
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Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae is one of the books compiled by the Bureau of Interpreters during 
the Joseon Dynasty in Korea. In this work, Written Manchu words were recorded in 
both the Manchu script and the Hangul transcription. Notably, the Hangul transcriptions 
do not always correspond directly to their Manchu script counterparts, suggesting that 
they may reflect phonetic nuances not fully represented in the Manchu script. This 
paper presents a Möllendorff-transcription-based index of Written Manchu words 
found in the first volume of Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae. By aligning the Hangul 
transcriptions with their equivalents in the Manchu script (represented in Möllendorff 
transcription), the index serves as a practical reference for exploring script 
correspondences and phonological details of Written Manchu. 
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